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「LHC 実験の現状と将来」 

講 義 概 要 

 

 陽子-陽子衝突型加速器 LHC は、ATLAS 実験と CMS 実験という二つの衝突実験が

行われており、２０１２年にヒッグス粒子を発見したことでも聞いた方が多いかもしれませ

ん。２年間の休みを経て、LHC加速器は２０１５年より重心系エネルギー１３テラエレクト

ロンボルト（TeV）という世界最高エネルギーで再びの衝突実験を開始し、標準模型の検

証、新物理の探索を行っています。 

 本講義では衝突型加速器実験、特に陽子を用いたハドロンコライダーの物理の基礎

を LHC の最新結果と共に解説をします。また最先端の物理解析には様々なテクニックが

散りばめられています。一般的な LHC 実験における解析手法、またいくつかのテクニック

についても紹介したいと思います。最先端の技術を用いた測定器やデータ取得システム

についても講義し、素粒子物理学におけるエネルギーフロンティア実験への入門を講義

します。 

 本講義の最後には、将来 LHC 実験がどういう方針で進んでいくか、そのためのアップグ

レード計画についても解説します。皆さんがもしかしたら将来研究者として LHC-ATLAS

実験の最前線に立っている頃に実行される予定の計画等についても触れたいと思いま

す。 

 

 

 


